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■ 数列 { an }，{ bn } を

an =
1

n
, bn = (−1)n

(
1 +

1

n

)
, n ∈ N

により定め，R の部分集合 A を (1) A = { an |n ∈ N }, (2) A = { bn |n ∈ N } とおく．それぞれの場合につ
いて，A の上界の集合 U(A)，下界の集合 L(A)，上限 supA，下限 inf A を調べよ．

（解） (1) a ≤ 0 のとき，すべての n ∈ N に対して a ≤ 0 < an が成り立つので，a ∈ L(A) であり，a > 0 の

とき，1/a の整数部分を n とすると，an+1 < an ≤ a より a ̸∈ L(A) である．したがって，L(A) = (−∞, 0]

であり，inf A = maxL(A) = 0 である．また，a ≥ 1 のとき，すべての n ∈ N に対して a ≥ an が成り立つ

ので，a ∈ U(A) であり，a < 1 のとき，a < 1 = a1 より a ̸∈ U(A) である．したがって，U(A) = [1,+∞)

であり，supA = minU(A) = 1 である．

(2) a ≤ −2 のとき，すべての n ∈ N に対して a ≤ −2 = b1 ≤ −| bn | ≤ bn が成り立つので，a ∈ L(A)

であり，a > −2 のとき，a > −2 = b1 より a ̸∈ L(A) である．したがって，L(A) = (−∞,−2] であり，

inf A = maxL(A) = −2 である．また，a ≥ 3/2 のとき，すべての n ∈ N に対して a ≥ 3/2 = b2 ≥ bn

が成り立つので，a ∈ U(A) であり，a < 3/2 のとき，a < 3/2 = b2 より a ̸∈ U(A) である．したがって，

U(A) = [3/2,+∞) であり，supA = minU(A) = 3/2 である．
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